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1．『和歌と中世文学』（共著・峯村文人先生先生退官記念論集）（「絶海中津   











6．『「平家物語」がわかる。』（共著・AERA Mook）（「延慶本は庶民の信仰心と  
想像力の宝庫」）朝日新聞社、1997年11月  





1．「義堂周信詩論稿一個頒と文芸詩との観点から－」（『言語と文芸』77、   
1973年11月）  
2．「「三体詩抄」における説心素隠の漢詩享受－ 「賦ニシテ而興ゾ」を中心と  
して－」（『中世文学』19、1974年8月）  









能りと樹下僧－」（『文重言語研究 文塾篇』9、1984年12月）  
8．「南都本『平家物語』経正竹生島詣と日吉社聖女宮の罵琶法師一叡山信仰圏  
における宇賀弁財天信仰をめぐって－」（『文重言語研究 文垂篇』11、1987  
年1月）  
9．「院政期の熊野詣一滅罪、鎮魂、護法憑けをめぐる儀礼と信仰－」（『文  
重言語研究 文垂篇』13、1988年2月）  
10．「皇統のドラマー『源氏物語』再読1皇統と罪」（共著）（『春秋』339、   
1992年5月）  
11．「皇統のドラマー『源氏物語』再読2 須磨のあらし（上）」（共著）（『春  
秋』340、1992年6月）  
12．「皇統のドラマー『源氏物語』再読3 須磨のあらし（下）」（共著）『春  
秋』341、1992年8月  
13．「『源氏物語』と住吉・八幡信仰の伝承一明石一族の物語をめぐって－」  
（『文重言語研究 文塾篇』22、1992年9月）  
14．「皇統のドラマー『源氏物語』再読4 桐壷院の霊」（共著）（『春秋』343、   
1992年10月）   
15．「住吉・八幡信仰の伝承の成立と伝播（上）－八幡・龍女聖婚説話をめぐっ   
て岬」（『文重言語研究 文堕篇』23、1993年3月）  




18．「延慶本平家物語と仏教一興福寺菩提院における広嗣・玄日方説話をめぐって   
－」（『軍記と語り物』31、1995年3月）  
19．「『平家物語』偶牌尼説話考」（『文重言語研究 文垂篇』28、1995年9月）  
20．「熊野縁起の中世的展開」（『国文学 解釈と鑑賞』60－12、1995年12月）  
21．「『平家物語』と『法華経』」（『国文学 解釈と鑑賞』62－3、1997年3月）  
22．「延慶本平家物語における文覚発心説話一地下官人社会における母娘の悲劇   
－」（『文重言語研究 文峯篇』31、1997年3月）  
23．「『平家物語』始発部と歴史的叙述」（『日本文学』46－7、1997年7月）  
24．「北畠親房の日本紀認識」（『国文学 解釈と鑑賞』64－3、1999年3月）  
25．「延慶本平家物語と長門本平家物語の本文－「木曽最期」の物語言説の位相  
差をとおして－」（『日本語と日本文学』28、1999年3月）  
26．「義仲物語（「放任寺合戦」）における平知康のパフォーマンスをめぐって」   
（『文重言語研究 文塾篇』37、2000年3月）  




の交渉をめぐって－」（『文重言語研究 文垂篇』44、2003年10月）  
31．「延慶本平家物語の終局部の構想における壇浦合戦繹の位置と意味」（『文重  
言語研究 文垂簾』45、2004年3月）  
32．「宝剣喪失、密教と神話の間の王権論（上）－『愚管抄』と延慶本平家物語  
の関係をめぐって－」（『文重言語研究 文垂篇』46、2004年10月）  
33．「宝剣喪失、密教と神話の間の王権論（中）－ 『愚管抄』と延慶本平家物語  




の関係をめぐって－」（『文薮言語研究 文垂篇』50、2006年10月）   
36．「延慶本平家物語にみえる二つの「先帝入水」の物語」（『文重言語研究 文  
垂篇』51、2007年3月）  
37．「東アジアと平家物語」（『国文学 解釈と教材の研究』52－15、2007年12  
月）  
その他  
1．『多文化社会における 〈翻訳〉』（共著）筑波大学文化批評研究会、2000年6  
月  
2．「日本文学におけるグローバリズムとナショナリズム 文化のグローバリゼーシ  
ョンからはみ出すもの」（『グローバリズムと韓日文化：高麗大学校日本学研  
究所開所記念国際学述symposium』高麗大学校日本学研究所、2000年9月）  
3．「韓日共同体構築上の日本古典文化と文学の役割」（『2002年度秋季国際学術   
大会Proceedings』東アジア日本学会、2002年10月）  
4．「物語文学を 〈読む〉 という行為」（『韓国日本近代学会第8回国際学術大会   
Proceedings』韓国日本近代学会、2003年12月）  
5．「男の語る歴史／女の語る歴史・物語 『大鏡』にとってのジャンル・アイ   
デンティティと逸脱－」（『日本碩学招請講演会』高麗大学日語日文学科・  
日本学研究センター、2005年7月）  
6．「日本文学における東アジア文化一女の語る歴史とジェンダー差別－」   
（『韓国日本学連合会第3回国際学術大会Proceedings』韓日日本学連合会基調  
講演、2005年7月）   
